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食品衛生レビュー№58●社員食堂は信頼関係の構築にも役立つ
前号で、「冷凍食品への農薬混入事件に関して複数の人が関与していたのではないか」と書きましたが、単独犯のようですので訂正いたします。
社員食堂は福利厚生の一環
現役（食品衛生監視員）の頃、大変多くの社員食堂を見ました。1980年頃までが自社社員による直営が多かったですが、最近はほとんどが給食専門業者への委託です。専門の調理従事者を確保する必要がなく、急病で休んだ時にも代わりの人を探す必要がないので人事配置に苦労しないためと、社員が要望する幅広いメニューが提供できるからだと思います。
社員食堂は福利厚生の一環として行われています。監視指導に伺った際には、委託給食であっても委託をしている会社の福利厚生あるいは人事担当者の立ち合いをお願いしていますが、積極的に立ち会い「メニュー、衛生面まで関与している企業」と、立ち会わず「ただ昼食を提供すれば良いと思っている企業」があり、色々でした。
社員食堂と社会の変化
1965年頃までの社員募集には社員食堂のあることを掲げていました。1970年頃までのメニューは、定食一種類に麺類程度で種類が限られていました。大きな意味での「まかない食」で社長も工場長も同じ食事をしているとテレビで放送された時代でした。そして、その時代の高校生の制服は、男子は白詰襟の学生服、女子は水兵ではないのにセイラ―服と決まっているようで十人一色でした。1970年前後の全国的なツイツギー現象（ミニスカートブーム）も十人一色の状況でしたが、1972年の列島改造ブーム以降、十人十色に変わり、ＴＰＯを考えようと一人三色となりました。そして、社員食堂専門業者への委託が増え、メニューの種類もが増え大きく変わったと思います。
ちなみに、1970年にフライドチキンチェーン1号店、郊外型ファミリーレストラン1号店、1971年ハンバーチェーン1号店が開業しました。1972年にカップ式即席麺が販売され、食事の幅が大きく広がりました。参考に、1971年に発売されたチョコレート菓子「小枝」はほっそりしていたツイツギーに、あやかったとのことです。
1985年を過ぎのバブル景気絶頂期になると、社員食堂にカフェテリア方式が出現し、メニューが豊かになり、豊食の時代に変わり、夜はバーに変わり、社員が上司と共に友好を温めているとのテレビ報道がありました。でも、同じ仕事をしている関連会社の社員からは「オレ達は社員食堂に入れないのだ」という愚痴を聞きました。
20年位前までのバブル景気までは、どこの企業でも必ず社員旅行があり、東京近郊だと箱根、熱海、伊東などへ観光を兼ねて温泉地へ行っていました。費用の半額程度は会社が負担し福利厚生の一環だったと思います。しかし、バブル崩壊による不景気の長期化で社員旅行はほとんど無くなり、社員食堂も少なくなってきました。
福利厚生の一環ではあるが
ここまで社員食堂に関して書いてきて何を言いたいかです。福利厚生の一環であるかもしれないが、労務管理にも役立つのではないかということです。
冷凍食品への農薬混入事件は、消費者に被害、不安を与えたので品質保証の問題です。しかし、根本にあったのは会社への待遇（給与）の不満であり、労務の問題であったと言えます。労務問題は経営者（管理者）と従業員との関係、今回の農薬混入事件では従業員と非正規従業員（契約社員）との関係で、信頼関係が大きく左右します。当該工場に社員食堂があったかは不明ですが、社員食堂は本音が出やすい場所であり、その場で当該契約社員の「不満等のうわさ」が社員の耳に入っていれば、信頼構築の対応ができたかもしれません。しかし、当該工場は24時間体制で製造していたようで、社員食堂は無かったかもしれません。社員食堂は無くても食事を摂る場所はあり、その場を利用していたらと思います。

信頼関係の構築にも役立つのではないか
合理化、効率化で従業員の心が乾きつつある現在、信頼関係の構築が必要と思います。これまで読んで古いと思われる人もいると思います。でも、事故、事件発生防止には、前号で書いた信頼関係の構築が重要であり、社員食堂は福利厚生だけでなく、信頼関係の構築に役立ち、労務管理に有効と思います。

数十人の事業所、工場、外回りの多い職場での社員食堂の設置は無理です。しかし、社員食堂が無ければ、月１回程度、会社持ちの昼食会（管理職が加わった顔が見える程度）を持ったらどうでしょうか。その場合、堅苦しくならないように話題を決めないようにします。
1970年にプロ野球球団の経営権を握った飲料水製造業の担当役員は、同年初夏に「1万人程度いる社員、宅配担当者の野球球団が共通話題となれば、社員意識が上がり、この投資は安いものだ」と話していました。現在行われているオリンピック選手の所属企業も同じだと思い、共通話題が多くなれば労務管理にも役立つと思います。（笈川　和男）
